
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

19 － 22
18 － 17
14 － 24
19 － 25

－

島根 長野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 5 1 1 0 1 1 0 4 * (C) 16 2 4 2 3 3 2

5 * 12 0 4 4 2 2 1 5 * 11 0 5 1 3 9 1

6 * 5 1 1 0 0 3 2 6 0 0 0 0 0 2 0

7 14 0 5 4 1 4 0 7 0 0 0 0 0 0 0

8 8 2 1 0 2 1 0 8 0 0 0 0 0 0 0

9 14 0 7 0 0 2 0 9 * 19 0 9 1 2 10 1

10 * 2 0 1 0 3 4 2 10 5 0 1 3 0 6 0

11 * 8 2 1 0 2 1 1 11 * 17 0 8 1 2 1 5

12 0 0 0 0 0 1 0 12 * 20 0 9 2 3 11 3

13 0 0 0 0 2 3 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 * 2 0 1 0 0 4 1 14 0 0 0 0 0 0 0

0 0

70 6 22 8 13 26 7 88 2 36 10 13 42 12

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチコーチ 加藤 誠治

山梨 歩

鶴田 美勇士

矢島 達也

竹田 寛人

瀧澤 賢志

笹倉 怜寿

石井 聖大

入野 貴幸

林 瑛司

松本 陵雅

須崎 虎太郎

提島 郁実

金村 淳史

藤井 大地

古藤 快

金子 友介

髙橋 亮

和田 翔

合計

戦　　評

記載者 松瀬　正人 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

１回戦、島根県対長野県との試合。島根県マンツーマン、長野県オールコートマンツーマンでスター
ト。初戦ということもあり両チームに硬さが見られシュートが中々決まらないまま１Ｑ１９－２２で長野県
リード。２Ｑ島根県はアウトサイドのシュートが決まらなくなり残り７分２２－２９でタイムアウト。タイムア
ウト後ゾーンで相手のミスを誘い残り３分に追いつく。長野県はたまらずタイムアウトを請求するが、点
差は変わらず３７－３９で長野県リードで前半を終了。３Ｑ長野県は激しいオールコートマンツーマンか
らリズムを作り得点を重ねる。残り６分３９－４８になったところで島根県がタイムアウト。その後は一進
一退の攻防が続き５１－６３で長野県リードで終了。４Ｑ、点差を詰めたい島根県はゾーンでスタートす
るが、長野県のリング下のシュートが決まり５５－６９残り７分で島根県がタイムアウト。その後オール
コートのマンツーマンで対抗するも７０－８８で試合終了。上背のない島根県は最後まで粘り強く戦っ
たが、高さを生かした攻撃で長野県が勝利した。

藤井 成悟

小澤 郁弥

No. 18A-1 日時：

選　手　氏　名

小畑 和也

佐々木 慶次郎

○甲木　善徳（福岡）

藤井　博茂（長崎）

福島 柾美

選　手　氏　名

競技記録

島根 長野70 88

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子１回戦

主審

副審
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

24 － 23
10 － 13
19 － 12
13 － 24

－

宮崎 東京
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 0 0 0 0 0 0 0 4 * (C) 0 0 0 0 4 5 1

5 * 19 0 7 5 3 11 0 5 - - - - - - -

6 4 0 1 2 3 1 1 6 - - - - - - -

7 * 6 0 3 0 0 4 1 7 * 29 5 7 0 2 7 1

8 * 4 0 2 0 3 6 1 8 0 0 0 0 0 4 0

9 8 0 3 2 1 3 1 9 6 2 0 0 1 2 0

10 * 6 0 3 0 1 1 0 10 * 19 1 7 2 1 5 1

11 * 14 0 7 0 1 5 1 11 0 0 0 0 0 2 0

12 - - - - - - - 12 * 4 0 2 0 4 6 3

13 2 0 1 0 0 1 0 13 - - - - - - -

14 3 1 0 0 0 0 0 14 * 14 2 3 2 2 7 3

0 0

66 1 27 9 12 32 5 72 10 19 4 14 38 9

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

宮崎 東京66 72

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子1回戦

主審

副審

● ○小澤　勤（山梨）

入江　鷹信（長崎）

塩月 絃生

選　手　氏　名

濱砂 賢人

斉藤 大介

No. 18A-2 日時：

選　手　氏　名

蜂須賀 柔気
ﾃﾞｨｵｯﾌﾟ ﾏﾑｼｪｯﾌｧ ｲﾌﾞﾗﾋﾏ

合計

戦　　評

記載者 大久保　千万太 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

根本 拓真

ﾃｰﾌﾞｽ 海

松浦 翔太

高山 寛史

宮崎 祐輔

村角 健陽

高田 宝聖

ｳｨﾀｶ ｹﾝﾀ

五十川 稜真

コーチコーチ 石川 祐二

伊藤 駿

山口 裕朗

塚田 涼斗

玉城 啓太

吉田 勇斗

新屋 広晃

多田 武史

成田 英二

胡 胤耀

１回戦、宮崎県対東京都。両チームともマンツーマンでスタート。宮崎県＃５のダンクシュートでゲームが始まる。

その後も＃１０、＃７のジャンプシュートで得点を重ねるが、東京都も＃１４を起点に＃１０のジャンプシュートが連続

して決まり２４－２３と互角の展開に持ち込む。２Ｑ、宮崎県＃８のドライブインで得点するがお互いにミスが続き両

チームとも得点が伸びない。東京都は残り３分タイムアウトを請求し、宮崎県のゾーンディフェンスに対してオフェン

スの立て直しをはかる。すると＃７と＃９の３Ｐや＃７のジャンプシュートで逆転し３４対３６と東京都がリードして前

半を終了する。 後半、宮崎県はディフェンスをマンツーマンでスタートしプレッシャーを強め、＃１１のドライブインで

同点に追いつく。その後、一進一退の展開が続くが、宮崎県のプレッシャーディフェンスが機能し始め、５３－４８と

宮崎県がリードして最終Ｑへ。４Ｑ、東京都＃７のジャンプシュートや３Ｐが連続で決まり、残り６分半５３－５５と逆

転に成功。残り５分、東京都が５点リードすると宮崎県タイムアウト。しかし、東京都は＃１４の３Ｐや＃１２のゴール

下で加点し７２－６６で辛くも逃げ切った。敗れはしたが、宮崎県の粘りも光った好試合であった。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

17 － 23
14 － 21
15 － 24
22 － 21

－

佐賀 兵庫
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 14 2 4 0 4 1 3 4 * (C) 6 0 3 0 3 2 8

5 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 1

6 * 24 4 6 0 3 3 5 6 8 2 1 0 0 4 2

7 0 0 0 0 1 0 0 7 * 29 0 12 5 0 10 3

8 0 0 0 0 0 0 0 8 * 7 1 2 0 1 2 0

9 * 16 0 8 0 4 9 6 9 * 18 6 0 0 1 2 3

10 0 0 0 0 0 0 0 10 * 11 0 5 1 2 9 2

11 * 7 0 3 1 1 3 0 11 4 0 2 0 1 0 1

12 - - - - - - - 12 4 0 2 0 1 3 3

13 * 5 1 1 0 0 3 1 13 2 0 1 0 0 1 0

14 2 0 1 0 1 3 1 14 0 0 0 0 0 1 0

0 0

68 7 23 1 14 22 16 89 9 28 6 9 34 23

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

競技記録

佐賀 兵庫68 89

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館13:30

少年男子１回戦

主審

副審

● ○原田　拓朗（鹿児島）

松村　竹訓（長崎）

服部 祐汰

選　手　氏　名

久我 彩人

肥後橋 銀次郎

No. 18A-3 日時：

選　手　氏　名

熊谷 篤

重松 志哉

合計

戦　　評

記載者 宮川　剛 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

小西 恭平

中島 智紀

白石 亨輝

浦田 雅弥

費 健航

小寺 巧真

岸川 拓未

吉岡 力良

藤本 拓磨

コーチコーチ 北島 寿人

岩崎 秀飛

奥野 聖晃

岸 功一

肥後 将俊

蔡 景多

中野 司

金 剛鉉

初谷 洋志

鶴本 哲太

１回戦、佐賀県対兵庫県。佐賀県マンツーマン、兵庫県マンツーマンとゾーンの併用で試合がスタート。序盤兵庫

県は＃７のドライブインなどでリズムをつかむ。佐賀県も負けじと＃６の３Ｐシュート、＃１１のゴール下で食い下が

る。兵庫県は＃１０のゴール下で点差を広げ、１Ｑ１７－２３で兵庫県リード。２Ｑに入り佐賀県はゾーンに変えるが、

兵庫県＃９の連続３Ｐで点差を広げる。さらに兵庫県＃７のゴール下、速攻などで徐々に点差を広げ、３１－４４兵

庫県リードで前半終了。

３Ｑに入り、佐賀県はゾーンプレスでプレッシャーをかけ相手のミスを誘い、速攻や＃９のミドルシュートなどで反

撃に出る。しかし、兵庫県は落ち着いて攻め、＃１０のリバウンドシュートや＃９の３Ｐでさらに加点し、点差が広

がって４６－６８と兵庫県リード。４Ｑ佐賀県は＃４、＃９を中心にドライブを仕掛け、アウトサイドも果敢にシュートを

打つが中々入らない。兵庫県は＃７のゴール下や＃９の連続３Ｐで着実に得点し、最後までリズムを崩すことなく点

差を広げた。佐賀県も＃６の３Ｐなどで最後まで諦めずプレーしたが、地力にまさる兵庫県が勝利した。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

34 － 16
21 － 34
26 － 29
18 － 32

－

静岡 茨城
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 40 2 15 4 3 3 2 4 * (C) 50 4 17 4 2 7 0

5 - - - - - - - 5 * 5 0 2 1 2 6 1

6 * 9 1 3 0 2 5 3 6 0 0 0 0 1 0 0

7 * 17 1 7 0 3 6 1 7 2 0 1 0 1 1 1

8 - - - - - - - 8 25 5 4 2 2 4 2

9 4 0 1 2 5 6 1 9 * 12 1 2 5 2 1 2

10 * 18 0 7 4 0 4 6 10 3 1 0 0 0 1 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 * 11 0 5 1 1 8 0 13 * 2 0 1 0 1 3 0

14 - - - - - - - 14 * 12 0 6 0 4 12 0

0 0

99 4 38 11 14 32 13 111 11 33 12 15 35 6

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

静岡 茨城99 111

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館15:15

少年男子１回戦

主審

副審

● ○宇地原　尚彦（沖縄）

岩尾　圭治（熊本）

宮越 康槙

選　手　氏　名

大橋 聖也

藤原 翔真

No. 18A-4 日時：

選　手　氏　名

角野 亮伍

川原 一仁

合計

戦　　評

記載者 亀渕　公雄 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

松本 紘希

平岩 玄

下 瑞稀

阿部 駿太

潘 広晨

田中 旭

片山 和哉

黒田 将弘

ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ ﾌﾞﾙｰﾉﾓﾘﾀ

コーチコーチ 須藤 剣吾

本村 亮輔

青木 裕哉

軍司 泰人

野口 勇樹

松脇 圭志

山﨑 純

杉本 天昇

佐藤 豊文

菅原 暉

１回戦屈指の好カード、静岡県対茨城県。互いにマンツーマンディフェンスでスタート。立ち上がり流れをつかんだ

のは静岡県。硬さの見られる茨城県に対し、静岡県＃１０のドライブ、＃７のアウトサイドシュートなどで一気に突き

放す。残り５分、茨城県タイムアウト。茨城県は＃４の３Ｐなどで追いつこうとするが、静岡県の勢いは止まらず、速

攻などの速い展開で加点し、３４－１６静岡県リード。２Ｑ、１Ｑとは一転し、茨城県が速攻や＃８の３Ｐなどで次々と

加点。残り４分で４０－４１と茨城が１点差まで詰め寄る。その後、お互い一歩も譲らない状態が続き、前半５５－５０

静岡県リードで終了。３Ｑ、静岡県は＃４のドライブやミドルシュート、茨城県は＃１４のゴール下シュート、＃４の３Ｐ

シュートで加点していくが、互いに点の入れ合いとなる。３Ｑは互角の勝負が繰り広げられ８１－７９静岡県リード。４

Ｑは終盤まで互角の勝負が続く。点が動き出したのは残り２分。茨城県は、堅実な守りから、速い展開に持ち込み、

＃１４のゴール下、スティールから速攻などで勢いを増し、流れをつかんだ。序盤大量得点を取られた茨城県が、最

後まで粘りを見せ、９９－１１１で勝利をつかんだ。しかし、勝敗の行方は最後までわからない白熱したゲームでもあ

り、両県のレベルの高い個の技術、チームの技術が観客をも魅了させた試合であった。両県の健闘を称えたい。
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